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はじめに

コエンザイム Q10 (CoQ10) は生物界に広範に分布し
キノン構造を有する脂溶性の物質で，酸化型のユビキ
ノンと還元型のユビキノールが存在している 1)．CoQ10 
は体内でミトコンドリア内膜の電子伝達系における ATP 
生産に不可欠であり，またユビキノールの形で強い抗酸
化作用を発揮する重要な物質である 1–3)．しかし CoQ10 
は加齢や過剰な酸化ストレスなどによって不足すること
が知られており 4,5)，サプリメントとして日常的に摂取
する有効性の研究が現在も盛んに行われている．

CoQ10 で抗酸化作用を有するのは還元型のユビキノ
ールのみで，ユビキノールは老化遅延 6)，高齢者での 
QOL 改善 7)，アスリートの運動の力および気分の改善 8) 
や口腔環境改善効果 9) などがユビキノンよりすぐれてい
ることが報告されている．
ところで CoQ10 は脂溶性で水に分散せず，吸収性が
低いことが知られている 10,11)．今回，我々は水への分散
性に優れた還元型コエンザイム Q10 40％水分散型粉末
のヒトにおける空腹時単回経口投与後の血漿中濃度変化
について検討を行った．

【要　旨】
本研究では還元型コエンザイム Q10 (QH) 水
分散性粉末の吸収性を明らかにした．QH を
サフラワー油に溶解したソフトカプセルと，
QH 40％水分散型粉末をそれぞれ健康な若
者 5 名に空腹時に単回経口投与（QH として 
100 mg）し，QH の血漿中濃度変化の推移を
確認した．QH 水分散型粉末は空腹時に摂取
した場合でもすぐれた吸収性を示した．
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ぞれ 9.68 ± 2.35，3.59 ± 1.63 となり水分散型粉末の方が
良好な吸収性を示した．
次に血漿中の CoQ10 のユビキノールの比率を Fig. 2 
に示した．摂取前の血漿ユビキノール濃度と比率（平均
±標準偏差）は，0.68 ± 0.08 mg/ml と 91.9 ± 1.3％であった．
摂取後の比率は共に Tmax 時がピークで 95.0 ± 1.3％を示
し，その後緩やかに下がった．

考　察

今回我々が比較した 2 種類の還元型コエンザイム Q10 
製剤の空腹時単回経口投与の結果には明らかな差異があ
り，水分散型粉末の方が良好な結果を示した．還元型コ
エンザイム Q10 を油脂類に溶かした従来のソフトカプ

材料と方法

1. 被験者
20 代の健康な理学療法士；10 名（男性 8 名，女性 2 
名）を被験者とした．各被験者には本研究の開始にあた
り口頭および書面にて，研究の目的，方法，健康被害，
危険性，研究協力への任意性，プライバシー順守及びデ
ータの管理や公表について説明し文書による同意を得た．
本研究は清泉クリニック承認下に，本院の職員を対象に
実施した．

2. 試験食品
ペトロユーロアジア（株）より本研究のために提供さ
れたハードカプセル（1 粒に還元型コエンザイム Q10 40
％水分散型粉末 ShiroQ を 125 mg；ユビキノールとして 
50 mg を含む）と対照品として還元型コエンザイム Q10 
加工食品のソフトカプセル（1 粒にサフラワー油，グリ
セリン，グリセリン脂肪酸エステル等で溶解したユビキ
ノール 50 mg を含む）を用いた．

3. 試験方法
2 週間の CoQ10 無摂取が確認された被験者を 5 人ず

つ（男子 4 名，女子 1 名）の 2 グループに分け，それぞ
れ試験食品摂取群と対照群とした．試験日前日の飲酒と 
22 時以降の食事と当日の朝食は取らなかった．本試験中，
水の摂取は制限しなかった．試験日 7:30 にヘパリン真
空採血管を用いて血液を採取した後，それぞれの食品を 
2 粒（ユビキノールとして 100 mg）摂取した．その後 3 
時間と 6 時間目の採血が終了するまで食事を取らなかっ
た．6 時間目の採血後飲食は制限しなかった．その後 9 
時間，12 時間，24 時間目に採血した．得られた血液は
その度に遠心分離（1,500 g × 10 分間）して分離した血
漿は -80℃ で凍結保存した．
集めた血漿は凍結したままで（株）カネカテクノリサ
ーチに搬送し，同社の「LC-MS/MS によるヒト血漿中
の還元型及び酸化型 CoQ10 含量測定」に基づいて分析
した．

結　果

空腹時単回経口投与後の血漿中ユビキノール濃度変化
を Fig. 1 に示した．ハードカプセル，ソフトカプセル共
に Tmax は摂取後 6 時間目で摂取前の血漿中ユビキノー
ル濃度を基準とした Cmax 値（mg/ml；平均±標準偏差）
はそれぞれ 0.89 ± 0.27，0.4 ± 0.21 となり水分散型粉末の
方が有意に高かった．AUC 値 (AUC0–24hr mgh/ml) はそれ

Fig. 1  The uptake of plasma ubiquinol concentration-time curves 
after single oral administration.

Fig. 2  The ratios of ubiquinol concentration to total coenzyme Q10.
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セルは食事と共に摂取することで良好に吸収されるが，
この水分散型粉末はいつ飲んでも良好に吸収されること
が明らかとなり，ハードカプセル，打錠剤や散剤など多
様な加工が可能で，さらに水に溶解したとき平均粒径が 
81 nm で安定に分散することから飲料への応用も考えら
れる．
このように多様な形態をとれるようになった還元型コ
エンザイム Q10 には，今後サプリメントや飲料として
新しい展開が期待される．

助成源

ペトロユーロアジア（株），（株）カネカ
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ABSTRACT

The Bioavailability of Reduced Coenzyme Q10 Water-Dispersive Powder  
after Single Oral Administration
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In this study, we showed the bioavailability of ubiquinol (QH) in the form of water-dispersive powder.  Two groups of 5 healthy 
young subjects received single oral administration of 100 mg of QH in the form of a soft capsule containing QH dissolved in safflower 
oil or 40% water-dispersive powder in the fasting period, and changes in the plasma QH concentration were monitored over time.  The 
water-dispersive powder form of QH exhibited superior bioavailability even when administered in the fasting period.
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